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1．はじめに 

河川護岸の根固工として，根固め用袋材（フィル

ターユニット，以下 FU）を用いる例が多い．FU は

網状の袋に砕石や玉石等を詰めた水工資材であり，

柔軟な構造で凹凸のある地形でも設置できることや，

中詰め材として自然石の代わりにコンクリート廃材

を使用することで，施工費を縮減できるなどのメリ

ットを有している． 

FU を設置した後には，多くの場合土砂が堆積し，

草木や水生昆虫の生息場所を提供している（写真 1）

が，自然石とコンクリート廃材等，中詰材の違いに

よる生態系への影響について不明な点が多く，研究

例は僅かである 1)．また FU に土砂が堆積するメカニ

ズムは明らかでなく，周辺の生態系の予測は困難な

状況である． 

本研究では，設置後間もない FU を対象に調査・分

析を行い FU への土砂堆積メカニズムの解明を試み

ることとし，その手始めとして，数値シミュレーシ

ョンを用いて FU 周辺の河床変動の傾向を解析した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 根固め用袋材(FU)設置例 

 

 

2．調査対象 

調査対象は秋田県馬場目川である．馬場目川は，

その源を秋田県南秋田郡五城目町の馬場目岳に発し，

周囲の支川を合わせて八郎潟調整池に入り，船越水

道を通り日本海に注ぐ，秋田県内最大の二級河川で

ある(図 1)． 

当河川中流域の平ノ下地区において，2012 年より河

川改良工事が行われており，根固め材として 2014 年

に FU が数百ｍにわたり設置されている(写真 2)が，

2015 年時点で土砂の堆積は確認されていない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 馬場目川位置図 

 

 

写真 2 馬場目川に設置された FU 
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3．河床変動計算 

(1)計算方法 

対象地域の河床変動特性を調べるために，河床変

動計算を行った．計算には，河川シミュレーション

ソフト iRC-Nays2DH を用いた．計算対象は図 2に示

す延長約 450m の領域である．地形条件には，河川改

良工事の測量データを用いた．全区間において，概

ね川幅 40m 程度，堤防から河床まで 4m 程度である

（図 3）． 

境界条件には，計算領域の数 km 下流にある久保観

測所における観測流量を用いた．今回は，2013 年の

高水流量（図 4）を上流端の境界条件とした．時間ス

テップは 0.1 秒，河床粒径は 100mm，マニングの粗

度係数は，FU 設置箇所は 0.04，その他の河床は 0.03

とした． 

根固めの効果を確認するために，FU があるケース

と無いケースとで計算を行った． 

 

 
図 2 計算領域 

 

図 3 代表断面（図 2の点線上） 

 

 

図 4 境界条件 

(2)計算結果 

 河床変動の計算結果は図 5 の通りである．中央の

湾曲部(No.10+50 周辺)において，河床の低下および

その直下流において河床の上昇が確認できるが，FU

があるケースでは低下量，上昇量ともに少なくなる

ことが分かる．また，湾曲部の上流(No11～No12)の

右岸側で河床の上昇が見られ，この辺りで FU に土砂

が堆積する可能性がある．2015 年時点ではここまで

目立った現地の河床変動は確認できなかったが，河

川改良工事前は全体的に左岸側が深い地形であった

ため，河床変動の傾向は再現出来ているものと考え

られる． 

 
FU なし 

 

FU あり 

図 5 河床変動計算結果 

 

4．おわりに 

 馬場目川において，FU 設置箇所周辺の河川シミュ

レーションを行い，河床変動の傾向を解析した．今

後は，継続的な地形調査と，FU 周辺の土砂堆積機構

の把握および生物相の分析が課題である． 
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